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1は じめに

明治以降、北海道に和人の開拓の手がのび、い

たる所で原生林が切 り開かれ耕地化 されて きた。

知床半島においても大正初期か ら開拓が進み、平

担地の多 くは一度は人の手が入っている。幌別台

地には大正初期には じめて開拓者が入植 し、その

後、厳 しい自然環境のため挫折 を繰 り返 しなが ら

も幾度か開拓者が入植 し、短期間ではあるが当地

で農業を営んでいた。 しか し、昭和40年 代初期に

24戸 が撤退 してか らは当地で農業は行われておら

ず、耕地は放棄されている。これらの開拓放棄地

を原生の形に復元 しようとい う目的で 「しれとこ

百平方メー トル運動」が進め られているが、開拓

放棄地の植生に関する生態学的研究例は甚だ少な

く、特 にその推移についての検討例は報告されて

いない。現在、当地では放棄後20余 年経過 してお

り、現在の植生は復元途上にあるといえるが、そ

の程度、方向性を見極めることは大変意義あるこ

とであるといえる。また、将来にわたって放棄地

の植生の変遷 を追ってい くことで、植生の復元過

程 を実証 してい くことも重要なことである。

以上のような観点か ら本研究では、まず現在の

植生 を把握する目的で植生調査に基づ く植生図を

作成 し、さらに永久方形区を設置することでこれ

か らの推移を追 うことにした。本稿はその第一報

と言えるが、当地で行われている自然教育活動の

基礎資料にもなるように留意 した。

尚、本研究を行 う機会を与えて下さった斜里町

役場大瀬昇氏、知床博物館 中川元氏は じめ、調査

の際協力を戴いた青井俊樹氏、他多数の方に深 く

感謝いた します。
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図1.調 査 地 位 置 図

Fig.1.Locationofstudyareaandquadrats.
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2調 査地概況

幌別台地は知床半島の中程、斜里町宇登呂か ら

北東約3kmの 地点に位置し、標高はおよそ100～200

mで ある。面積は約500haで あり、幌別川と岩尾別

川に両側 をはさまれている。羅臼岳噴火の際の溶

岩が流れこんで出きあがった溶岩台地である。周

囲には、ハ リギリ、エゾイタヤ、 ミズナラを中心

とした広葉樹 どトドマツ等の針葉樹 との混交林が

広がっている。台地上には草地と二次林とがパ ッ

チ状に分布 してお り、草地では 「しれとこ100平

方メー トル運動」による植林(ア カエゾマッ、シ

ラカンバ等)が 進められている。当地では大正3年

に7戸 入植 したのが開拓のは じまりで、一時期開

拓農家は60戸 まで増えたが、大正14年 には全ての

入植者が退去した。その後い く度か入植、撤退が

繰 り返されたが昭和41年24戸 が撤:退してから以後

は農業は行われていない(斜 里町1982)。 比較的

平担なところは火入れ、伐採等で林を開いた後、

様 々な作物が植えられたようであるが、最終的に

は牧草地化 されたところが多い。一方傾斜地の一

部では大径木の伐採の後、薪炭林としての利用が

成された。また他の一部では牛の林内放牧が一時

期行われていた。

3調 査方法

3-1植 生調査

植生調査は方形区法によって1986年6月 ～8月

に行 った。調査 した合計97個 の方形区の位置を図

1に 示す。方形区の大 きさは、草原では1×1平

方メー トル、低木林では5×5平 方メー トル、高

木林では10×10平 方メー トルを基準にして行い、

場合によっては適宜大 きさを調節 した。(注)

各方形区において出現 した種の名称、被度、最大

の高さを記録 した。また高木林及び一部の低木林

においては、林床に生育する稚樹を1×1平 方メ
ー トルないし2×2平 方メー トルの小方形区を設

定 し、種ごとに個体数を数えた。

植生調査で得た97個 所の方形区のデータに対 し

て、Mueller-DomboisandEllenberg(1974)

の方法によって植物社会学的表操作を行い植生区

分を行 った。さらに、実体鏡を用いた航空写真判

読によって、表操作 によって得た植生区分の広が

りを植生図に示 した。判読に用いた航空写真は建

設省国土地理院1978年 発行のものである。このた

め本年調査時の植生の現状 とはい くらかの くい違

いが現地で認められたが、これを修正するため可

能な限 り現地 を踏査 し、くい違う点は本年の状況

に一致するように努めた。

(注:本 調査で用いた樹木 の生育段階区分は・

稚樹:樹 高2m未 満、低木:2m以 上10m未 満・

高木:10m以 上である。 また、相観 を用いた植生
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の 名 称 も これ に準 じ、 低 木 林:群 落 高10m未 満 、

高 木 林:10m以 上 で あ る。)

3-2樹 齢 調 査

群 落 の 成 立 年 代 や 、 そ の群 落 が 利 用 を放 棄 さ れ

た 時 点 で の 利 用 形 態 を推 定 す る 目的 で 、低 木 林 と

高 木 林 に設 置 さ れ た 方 形 区 の う ち14方 形 区 で 樹 齢

調 査 を行 った 。 調 査 は 各 方 形 区 に生 育 す る最 大 の

個 体 な い しは そ れ に 準 ず るサ イ ズ の 個 体 の1～ 数

本 につ い て 生 長 錐 に よ る年 輪 コ アの サ ンプ リ ング

に よ っ て行 っ た。 サ ン プ リ ン グは 地 上30cmの 高 さ

で 行 い 、 各 サ ンプ ル を持 ち帰 り室 内 で 実 体 顕 微 鏡

下 で 年 輪 数 を数 え た 。

3-3永 久 方 形 区調 査

放 棄 地 の 植 生 の今 後 の 推 移 を追 ってい く 目的で 、

SV43～47、SV51～59、SV60～66、SV67～70の 合

計25個 所 、 永 久 方 形 区 を設 置 した。 方 形 区 の大 き

さ はSV43～47、SV51～59、SV60～66で は そ れ ぞ

れ1×1平 方 メ ー トル 、SV67、68は15×15平 方 メ

ー トル
、SV69、70は10×10平 方 メ ー トル で あ る。

そ の 位 置 を図2に 示 す 。 尚 、今 後 自然 教 育 の 基 礎

資 料 と して 利 用 さ れ る こ と を考慮 し、SV43～47、

SV51～59、SV60～66は そ れ ぞ れ 、 一 直 線 上 に並

ぶ よ う に設 置 した。 今 回 の調 査 にお い て は 、SV43

～47
、SV51～59、SV60～66は 「3-1」 と同 様

の 植 生 調 査 を行 い 、SV67～70は そ れ に加 え 出現 し

た 木 本 種 の全 個 体 の 自然 高 を 測 定 しそ の位 置 をマ

ッ ピ ング した 。

3-4植 物 相 調 査

植 生 調 査 の 資 料 に加 えて 、現 地 で 踏 査 中 に 観 察

した 植 物 を含 め て本 地 域 の 植 物 相 を作 成 した 。 学

名 、和 名 及 び種 の序 列 は大 井(1957、1972)に 準拠 し、

帰 化 植 物 等 大 井(1972)に 含 まれ な い もの に つ い

て は 長 田(1976)、 北 村 ・村 田(1961)に 依 っ た 。

4結 果 と考察

4-1植 生調査及び植生図

植物社会学の手法による表操作 を行った結果、

表1の 総合常在度表に示すように2つ の識別種群

を抽出することができた。種群Aは エゾヨモギ、

ナガバグサから成る。種群Bは ッルウメモ ドキ、

ヤマブ ドウ、 トドマツ、ノリウツギ、ツタウルシ、

ミズナラから成る。これ ら2種 群の組み合わせか

ら3つ の植生の型が大別された。ここではこれら

を群 と呼び、特徴づける種群のうちの、最 も出現

頻度が高い種の名称 をつけた。エゾヨモギ群は種

群Aが 出現することによって特徴づけられる。エ

表1.総合常在度表
Table.1.SynthetictableofthevegetationinNorobetsuplateau.1
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ゾヨモギ ・ッルウメモ ドキ群は種群Aと 種群B双

方が出現することによって、ツルウメモ ドキ群は

種群Bが 出現することによって、それぞれ特徴づ

けられる。 さらに今回の調査では、以上の3群 に

ついて、特定の種が複数の方形区で優占し面積的

にまとまった広が りを持 っている場合、群 を細分

し群落として識別 した。各群落の名称はその群落

に含まれる方形区中最 も多数の方形区で優占する

種 によって命名 した。 これ らの群落の広が りを図

3の 植生図に示 し、以下にその特性を記す。

1エ ゾヨモギ群

1-aエ ゾヨモギ群落

42方 形区が含まれてお り、エゾヨモギとナガバ

グサが特徴的に出現 していたいわゆる牧草地であ

った。その他に出現頻度の高い種は順にカモガヤ、

シロツメクサ、エゾイチゴ、コガネギク、アカッ

メクサであった。また1方 形区あた りの平均種数

は7.0で あった。優占する種 とその方形区数はエ

ゾヨモギが13方 形区で最 も多 く、以下ナガバグサ

が9、 アキタブキが7、 カモガヤとススキが各3、

ヒメスイバ、ヤマアワ、ミヤマ トウキ、ハ ンゴンソ

ウ、ヤマカモジグサ、ハルガヤ、お よび ミヤマザク

ラが各1で あ り、相観的には全て草原状を呈 して

いた。植生図に示すように、本群落は調査地域中

央部の平担地 を中心に分布 していた。これらの方

形区では最終的に全ての場所が放棄 されてから約

20年 が経過 しているにもかかわらず牧草地状 を呈

していることから考えるに、一度牧草地 として整

備 されると放棄されたままでは森林群落への回復

は遅いようである。樹木の稚樹はエゾイタヤがわ

ずかに見 られる以外見 うけられないので今後 しば

らくはこのままの組成、相観 を保つ と考えられる。

1-bク マイザサ群落

15方形区が含 まれてお り、種群Aが 特徴的に出

現する点ではエゾヨモギ群落と変わらなかったが

クマイザサが著 しく優 占する点で異っていた。平

均種数は5.6で 、エゾヨモギ群落より少なかった。

相観的にはササ草原状を呈 してお り、主に調査地

域の西部の平担地に分布 していた。本群落は牧草

放棄地ない し耕作放棄地にクマイザサが周辺の森

林群落から侵入して成立 したと考えられる。たと

えば南西部の一角では、本群落がエゾヨモギ群落

をとりかこむように分布 しているのが植生図から

わかる。クマイザサの下層には草本種、木本種い

ずれも量的に極めてわずかしか生育 していないの

で、今後当分はこのままの組成、構造 を維持 した

ままササ原 として存続するものと考 えられる。

皿 エゾヨモギー ツルウメモ ドキ群

H-aア キタブキ群落

15方形区が含まれた。種群Aと 種群Bと が共存

する他、出現頻度の高い種として順にアキタブキ、

エゾイチ ゴ、エゾイタヤが見 られた。平均種数は

15.6で あ り、エゾヨモギ群の2群 落の2倍 以上で

あった。優 占種 とその方形区数は、アキタブキが6

方形区、エゾイタヤ とワラビが各2、 エゾヨモギ、

ナガバグサ、ヤマハハ コ、エゾノカワラマツバ、

及びケヤマハンノキが各1で あり、各々の広が り

は小 さかった。これら優 占種の間にエゾイタヤ、

トドマツ、ミズナラ、ナナカマ ド、ハ リギリ等の

稚樹が多数生育 していた。相観的にはアキタブキ、

ワラビ、エゾヨモギ、ナガバグサ、ヤマハハコ、エ

ゾノカワラマツバの優占する方形区では草原状、

エゾイタヤとケヤマハ ンノキの優 占する方形区で

は低木林状であった。分布する地域は集中してお

り、西部に1ヶ 所広 く分布 し、東部 にも1ヶ 所広

く分布 していた。南部の国有林 との境界にも少々

分布 していた。廃根線の一部 も本群落に含まれた。

高木性樹種の稚樹がアキタブキ、ワラビ等の優 占

種 と混生 していることから、今後それらの稚樹の

成長につれて高木林へ と移行 してい くと考えられ

る。

H-bス スキ群落

4方 形区が含まれた。エゾヨモギー ッルウメモ

ドキ群落 と同様に種群Aと 種群Bと が混生する他

エゾイタヤ、アキタブキ、エゾイチゴ、コガネギ

ク、アカッメクサ、メマッヨイグサが高頻度で出

現 していた。平均種数は33.8で 、今回の調査で識

別 された8群 落中で最 も多かった。すべての方形

区でススキが優 占してお り相観的には草原状 を呈

し、ススキの株の間に トドマツ、エゾイタヤ、ミズ

ナラ、ナナカマ ド、ケヤマハ ンノキ等の稚樹が生

育 していた。分布 は北部の海岸側の国有林 との

境界附近の平担地に多かった。本群落はその分布

する場所の輪郭か ら、一度耕作地等として利用さ

れた後放棄 されて成立 した ものと考えられる。高

木性樹種の稚樹が多数ススキと混生 していること

から、今後高木林へ と推移 してゆ くもの と考えら

れる。この点については 「4-3」 で後述するよ

うに永久方形区を設けて、今後の推移を定量的に

把握するための基礎的調査を行なった。

皿 ツルウメモ ドキ群

皿一aミ ズナラ ・トドマツ群落
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17方形区が含まれた。種群Bが 特徴的に出現 し

た他、クマイザサ、エゾイタヤ、ミヤママ タタビ、

ナナカマ ド、キハ ダ、ハ リギリ、シラカンバ、ホオ

ノキ、イワガラミが高い頻度で出現 していた。平

均種数は18.9で あった。SV76、SV93両 方形 区で

群落高が5m未 満である以外は、いずれも群落高

10mを 超え、その結果相観的には高木林状であっ

た。SV76とSV93は 低木林状で相観的にはH-a

のアキタブキ群落に含まれる方形区に類似 してい

たが、組成的に明らかに異な り、本群落の特徴を

示すので、本群落に含めた。林冠層で優 占する種

とその方形区数はミズナラとトドマツが各3方 形

区エゾイタヤ、シナノキ、 ヒロバ ノキハ ダ及 び

ケヤマハ ンノキが各2、 ハ リギリ、ダケカンバ、

シラカンバが各1で あった。各方形区とも優占種

が単独で生育することはなく、低木層以上に生育

している個体の平均種数は8.4で かなり雑多な林

であった。林床に優 占する種 とその方形区数はク

マイザサが11方 形区、ツタウルシが2、 チシマザ

サ、ツルシキ ミ、ツルアジサイ及びイワガラミが各

1で あった。本群落は調査地域 を取 りかこみ、国

有林 と境界 を接 して広 く分布 していた他、防風林

や残存林の形で調査地内部全般 に分布 していた。

また、平担地は牧草地や耕作地化されてしまった

事か ら、傾斜地に多 く分布 していた。

本群落の推移に多大な影響 を与える要因として

林床のササがあると考えられるので、ササの有無

によって更新する稚樹の種数、個体数、頻度を比

較 した。林床にササ類が優占する12方形区では、

更新する稚樹の一方形区、1rd当 りの平均種数は

1.9、 平均個体数は3.9で あった。これらを頻度順

にあげると、 トドマツが7方 形区、イタヤが6、

オヒョウが3、 シナノキとミズナラが各2、 キタコ

ブシ、ホオノキ、イチイ、マユ ミ、ニガキ、ノリウッ

ギが各1で あった。これに対 し、ササ以外が優占す

る5方 形区では、平均種数2.4、 平均個体数8.4で

あった。頻度は、 トドマツ、エゾイタヤ、ミズナラ

が各2方 形 区、ハ リギリ、シウリザクラ、シナノキ、

アオダモ、ミヤマザクラ、ツリバナが各1で あった。

このようにササが優 占する方形区ではそうでない

方形区に比べ、種数でやや少な く、個体数では半

数以下であった。 しか し頻度の傾向はどちらも似

かよってお り、いわゆる極相種 とされる トドマツ、

ミズナラ、エゾイタヤ、シナノキ等が高頻度で生

育 していた。これらの事から、ササが優占しない方

形区では、林冠の欠落、枯死 にともない、林床の極

相種の稚樹が生長 し、トドマツ、ミズナラ、エゾイ

タヤ、シナノキの優占へ と向う方向性が顕著に認

められた。これに対 して17方 形区のおよそ3分 の

2を 占めるササが優 占する方形区ではこの傾向は

同様ではあるが進行は遅いもの と思われる。

皿一,bケ ヤマハンノキ群落

2方 形区が含 まれた。組成的にはミズナラ ・ト

ドマツ群落 と同様に、種群Bに よって特徴づけら

れるが、その他 クマイザサ、エゾイタヤ、アキタ

ブキ、シラカンバが両方形区に共通 して出現 して

いた。平均種数は11.0で ミズナラ、 トドマツ群落

に比べて少なかった。この群落は相観的には高木

林状 を呈 し、ケヤマハ ンノキが林冠でうっぺいし

ていた。林床にはクマイザサが密に生育してお り、

高木性の樹木の稚樹はみられなかった。主に調査

地北西部、国道沿いに分布 していた。林床をクマ

イザサが密におおっている事、上層に生育するケ

ヤマハンノキの樹齢が20年 前後と若齢であること

の2点 から、本群落は今後当分はこのままの相観

を維持するものと考えられる。

m-cカ ラマツ植林地

2方 形区が含 まれた。組成的には、 ミズナラ ・

トドマツ群落 と同様に種群Bに よって特徴づけら

れるが、その他にエゾイタヤ、エゾイチゴ、オヒ

ョウ、ハウチ ワカエデ、シウリザクラ、ヤマヌカ

ボが両方形区に共通 して出現 していた。平均種数

は20.0で ミズナラ ・トドマツ群落 よりやや多かっ

た。いずれ も高木林で林冠ではカラマッが うっぺ

い し、林床植生は貧弱であった。林床 には、 トド

マツ、エゾイタヤ、 ミズナラ、ハ リギリ、シウリ

ザクラ、ナナカマ ドの稚樹が定着 していたが、い

ずれも高さは1m未 満でかつ被圧されている個体

が多かった。カラマツの樹齢は 「4-2」 で示す

ように20年 程度 と若齢で、今後 しばらくは寿命に

達する事はない と考えられる。これ らの点から林

床の極相種の稚樹の伸長生長は今後 もあまり良好

ではなく、 しばらくはカラマツ林として存続する

と考えられる。

皿一dト ドマツ植林地

今回の調査では、日程の都合で植生調査は行な

わなかった。現地での踏査 と航空写真を用いた樹

冠形態による樹種判読により本群落を識別 した。

したがって組成や構造等の詳細は不明である。 し

か し踏査時の観察から出現種の大半を含む林床植

生の組成がカラマツ植林のそれと類似 している事

がわかっていたので本群に含めた。本群落は調査
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地南部にカラマツ植林地と境界 を接 し面積的には

ごくわずか分布 していた。

】v裸 地

本調査地域内には、表土の露出した部分が次の

ように3種 認められた。ひとつは、岩尾別川河口

に認められた河原の部分である。次に道路の切取

法面が知床横断道路及び知床五湖に至る道道に沿

って分布 していた。さらに近年駐車場 として造成

された裸地が調査地のほぼ中央に存在 していた。

これら3種 の表土の露出 した部分を一括 して裸地

として植生図中に示 した。

V道 路

道路として植生図中に図示 したのは、知床横断

道路と知床五湖へ至る道道のみである。幌別川周

辺の知床横断道路の旧道は、既に盛土のうえナナ

カマ ド等が植栽されていたので含まれていない。

また耕作の放棄以前に利用されていた農道や林道

は図示する程の幅員を持 っていないので省略した。

今 回 の調 査 で は以 上 の よ うに6群 落 と2つ の 植

林 地 及 び 裸 地 と道 路 と に 調 査 地 を 区分 す る こ と

が で き た が 、 そ の 各 々 の 面 積 は 次 の 通 りで あ る。

エ ゾ ヨモ ギ 群 落:87 .2ha、 ク マ イザ サ 群 落:19.3

ha、 ア キ タブ キ 群 落:82.8ha、 ス ス キ群 落:11.4

ha、 ミズ ナ ラ ・ ト ドマ ツ群 落:261.3ha、 ケ ヤ マ ハ

ン ノ キ群 落:6.lha、 カ ラマ ッ植 林:12.9ha、 ト ド

マ ッ植 林:0.8ha、 裸 地:12.3、 道 路:17.4ha。

尚 、 当 地 域 内 で 「しれ と こ百 平 方 メ ー トル運 動 」

の 一環 と して ア カ エ ゾ マ ツ 、シ ラ カ ンバ 、ケ ヤ マ ハ

ン ノ キ等 の 植 樹 が 進 め られ て い る。 そ の位 置 を 図

4に 示 す 。 こ の 地 域 は組 成 上 も相 観 上 もエ ゾ ヨモ

ギ群 落 、 ア キ タ ブキ 群 落 、 ス ス キ群 落 と 区別 で き

な か った の で各 群 落 に含 め た が 、今 後 の 推 移 に つ

い て は 、 各 群 落 の 植 樹 が 行 わ れ て い な い 地 域 と異

っ て くる こ とが 予 想 さ れ る 。 詳 細 は 今 後 の研 究 課

題 で あ る。

4-2樹 齢調査

今回の調査では、放棄前の利用形態 を知るため

に予備的に行なった聴き取 り調査の結果 と、生長

錐を用いた樹齢調査の結果が矛盾する場合が多々

あった。一例をあげると、聴 き取 り調査では、一

度は皆伐 し、牧草地や耕作地として利用 した後、

放棄 したはずの場所に、樹齢調査の結果、放棄は

るか前から生育 していた樹木個体が存在する事が

判明した。このため高木林に設置された各方形区

知床博物館研究報告 ・第8集 ・1987

図4.「 し れ と こ百 平 方 メ ー トル 運 動 」に よ る植 林 地

Fig.4.Locationoftheplantationareasby
璽哩Shi

retoko100㎡Undo".

の放棄前の利用形態やその後の回復過程の相違に

ついては、結論に至 らず、今後の研究を必要とす

る。ここでは高木林の全般的な傾向について述べ

る。

表2に 示すように、生長錐によるサンプリング

を行った全個体のうち、最 も樹齢の大 きな個体は

SV87の オオバボダイジュであ り、樹齢は76年 で

あった。 また、サイズの面で も、最大樹高は18.O

m最 大胸高直径は40.8cmで あり、いわゆる極相状

態にある森林を構成す るような個体のサイズより

はやや小 さかった。これらのことから本調査地内

の高木林ではどこでも、入植当初から林冠を構成

する大 きなサイズの個体が、換金及び生活に必要

な材木確保のため適宜伐採 されていたものと考え

られる。 これは、相観上、森林状を呈する調査方

形区のほとんどで、伐採跡が見られる事からも裏

付けられる。特に樹齢76年 ～60年 の個体が調査 し

た個体の約半数を占めるにもかかわらずそれ以上

の樹齢の個体が1本 も見当らないことから、入植
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表2.低 木林 、お よび高 木林 にお ける主 な個 体の樹 齢測定 結果

Table.2.Agesoflargetreesinshrubandforest

COmmUnltleS.

Treeswithaplushaveheartrot.

Theagesofthesetreesmaybesomewhat

underestimated.

樹高 胸高直径 樹齢

(m)(cm)(年)

表3,SV43～47(ラ イン1)における出現植物一覧表(被度百分率)

Table.3.FloristiccompositionofLine1(SV43-SV47).

方形区番号
基点からの距離(m)

方形区番号 群落 種名

SV71

SV72

SV73

SV74

SV75

H-a

H-a
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+腐 朽等で一部計測できなかった部分があることを示す。

表4.SV51-59(ラ イン2)にお1ナる出現植物一臓 儲)

Table.4.FloristiccompositionofLine2(SV51-SV59).

方形区番号

基点からの距離(m)

5五5253545556575859

01322243741577590

当初(大正3年 一73年 前)よ り以前に生育 していた

個体は開拓が終わるまでの間にほとんど伐採され

たものと推定される。

このように、本地域内では、全般にいわゆる原

生状態の森林は存在せず、程度の差はあるが、少

な くとも1度 は伐採が行なわれた事が明らかとな

った。

アカッメクサ

カモガヤ

ヤマハハコ

コガネギク

エゾヨモギ

エゾイチゴ

ハナイカリ

エゾノコギリソウ

メマッヨイグサ

ススキ

エゾイタヤ

コウゾリナ

ヨツバヒヨドリ

ミヤマザクラ

クマイザサ

ツルウメモドキ

ハンゴウソウ

オオブキ

オオアワガエリ

トドマツ

シロツメクサ

クルマユリ

チシマフウロ

エゾノカワラマッ

ヘラオオバコ

エゾオトギリソウ

ホウノキ

ナナカマド

エゾオオバコ

ヤナギタンポポ

F「
)

【J

民
」

〔
」

1

3

8

6

0

0

0

・

0

・

0

1

3

・

・

l

1

2

0,5

225

511

・525

12185

　 　ら 　

ii35
　 　ロら

拶訴

1

書

　

9・5

}

0.5

5

5
…

5

る

5

…

旺

●

2

6

3

0

0

●

色

5

1

0

・

る

5

る

2

1

色

8

5

0

.

2

1

'

。

0

●

・

畳

●

.

52

・

r
D

。

-

●

。
5

・

0

・

5

●

σ

.

る

・

「D

・

0

2

むロら ユ

ll'5

11

1:ll

l.51'5
1125

0,5

4

§

1。 .,

ユ 　

11:

111

1.51.5

1・515

:8

6

21

0,5

4-3永 久方形区

ライン上に設置 したSV43～47、SV51～59、SV

60～66の 方形区における植生調査結果を表3～5

に示す。これらの方形区は相観上草原を呈 している

が、現在その内わけは、エゾヨモギ群落が13方 形区、

アキタブキ群落が6方 形区、クマイザサ群落が2

方形区であった。今後、これ らの群落の推移が注

目される。

次にSV67～70の 樹高階別分布図を図5に 、稚樹

の分布様式の代表例としてSV70の 稚樹分散図を図

6に 示す。

SV68～70は ススキ群落に属 してお り、方形区内

表5.SV60～66(ラ イ ン3)に お け る出現植物 一覧表(被 度百分率)

Table.5.FloristiccompositionofLine3(SV60-SV66).
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図5.永 久 方 形 区 に お け る 稚 樹 の

樹 高 階 別 本 数 表

Fig.5.Heightclassdistribution

ofsaplingsineachpermanent

quadrat.SeeapPendixfor

abbreviation.

に点 在 す る ス ス キ の 株 と株 の 間 に多 数 の 稚 樹 が 分

布 して い た 。 この う ちSV70はSV68、SV69に 比 べ

樹 高 の 高 い 個 体 が 多 く、開 拓 放 棄 後 、よ り長 い 時 間

が 経 過 して い る もの と思 わ れ る。 こ れ らの 方 形 区

で は エ ゾ イ タヤ 、ト ドマ ツの 稚 樹 が 多 く、次 い で ナ

ナ カマ ド、ミヤ マ ザ ク ラ、タ ラ ノ キ 、 ケ ヤ マ ハ ン ノ

キ 、シ ラ カ ンバ 、エ ゾ ノ バ ッ コ ヤ ナ ギ 、ミズ ナ ラ、ハ

リギ リ、 イ ヌ エ ンジ ュ な どが 分 布 して い た 。 図6

に 示 した よ う に稚 樹 の 分 布 に は 集 中 して い る 部 分

と疎 な部 分 が 見 られ た 。

SV67は クマ イザ サ 群 落 に属 して お り、 広 くサ サ

にお お わ れ て い る た め ス ス キ 群 落 に属 す るSV69～

70に 比 べ 稚 樹 の 個 体 数 は 著 し く少 なか っ た 。 こ こ

で は イ ヌ エ ン ジ ュ が 全 樹 高 階 で 分 布 して い た 他 、

エ ゾ イ タヤ 、 ト ドマ ツ、 エ ゾ ノバ ッコ ヤ ナ ギ の稚

樹 が 少 数 分 布 して い た 。

全体に樹高20cm以 下の個体が多数をしめ全個体

数の約65%が 樹高20cm以 下であった。エゾイタヤ、

トドマッは個体数は非常に多いが樹高階の低い個

体が大部分 を占めていた。一方、ケヤマハンノキ、

イヌエ ンジュは個体数は前二者ほど多 くなかった

が、全樹高階に万遍な く分布する傾向が見られた。

これらの永久方形区に関 しては今後継続 して植

生の推移を調べて行 く予定である。

4-4植 物相

今回の調査では、以下の リス トに示す ように、

58科131属172種 が確認された。本調査地域の植生

は 「4-1」 で述べたように、草厚、低木林、及

び高木林がモザイク状 に分布 している事から出現

する種は多数に及ぶ事が予想 された。 しか し今回

の植物相の調査はあ くまでも植生調査に付随 して
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行なわれたため予想されるほど多 くの種を確認す

る事はできなかった。今後 より一層の充実のため、

さらに調査が必要である。

なお帰化植物はリス トに※印で示 したように8

科15属16種 が確認 された。それらの うち、キク科

科5種 と最 も多 く、以下イネ科が3種 、マメ科 と

アブラナ科が各2種 、アカバナ科、オオバコ科、

アオイ科及びセリ科が各1種 であった。

5総 合考察
「4」 の結果 と考察か ら、本調査地域における

放棄時の利用形態 と現在の植生との関係、及び現

在の植生の今後の推移について図7に 概略を示 し

た。尚、ケヤマハンノキ群落は方形区数も少なく

植栽 された ものであるか否かも不明なので図中か

らは省略 した。放棄時の利用形態 としては聴 き取

り調査の結果を中心にし、さらに一般的な開拓地

の土地利用形態 も考慮 して、牧草地、耕作地、薪

炭林、林内放牧地、植林地、防風林、土砂抑止林

が存在 した と推定した。

5-1現 在の植生の起源

エゾヨモギ群落は現在でも牧草地そのもの とい

った相観 を有 してお り、ほとんどはかつて牧草地

として利用されていた部分 と考えられる。本地域

図6.SV70に お け る 稚 樹 の

分 散 図

Fi9.6.Distributionof

saplingsineachpermanent

quadrat.SeeapPendixfor

abbreviation.

図7.幌 別 地 区 植 生 遷 移 概 念 図

Fig.7.Schematicrepresentationofthe

successionofthevegetationin

Horobetsuplateau.

では、一度牧草地として造成されると、その後放

置 しても低木林から高木林への回復は、比較的類

似 した利用形態である耕作地に比 して、著 しく遅

いと考えられる。一方、耕作地 として利用 されて

いた部分には、いち早 く多年生草本や樹木が侵

入するのであろ う。現在のアキ タブキ群落やス

スキ群落は、耕作地 の相観 を有す る部分はない
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が、その起源は耕作放棄地の部分が多いと推定 し

ている。薪炭林、林内放 牧地 、防風林及 び土砂

抑止林 として利用 されていた部分は、現在大多数

が ミズナラ ・トドマツ群落へ推移 したものと考え

られる。 ミズナラ・トドマツ群落は組成的には均
一であったが、構造 的には少数の大径木か らなる

方形区から小径木が多数生育する方形区までかな

り変化に富んでいた。上記4種 の利用形態の違い

によってこのようなミズナラ ・トドマツ群落内の

構造の相違が生 じたものと考えられる。薪炭林や

林内放牧地 として利用されていた部分で も強度の

利用、粗雑な管理、例えば皆伐に近い伐採や過放

牧 を行なっていた部分では、 ミズナラ ・トドマツ

群落にまで回復 してお らず、現在アキタブキ群落

やススキ群落の段階にとどまっているところもあ

るであろう。 クマイザサ群落は牧草地、耕作地、薪

炭林の皆伐地等から由来 していると考えられるが

今回の調査では詳細は不明である。放棄時点で植

林地であった部分は、林内に枯死木がほとんど見

当たらないことから、植栽樹が比較的順調に生育

し現在に至 っていると考えられる。

5-2現 在の植生の今後の推移

各々の植生凡例の今後の推移については 「4」

で既に記 したが、ここでは、遷移の最終段階と現

在の植生 とくにミズナラ ・トドマツ群落 との関係

及び極相状態に達するのに要する時間の長 さにつ

いて述べる。

本調査地周辺の国有林では、 ミズナラ、 トドマ

ツ、エゾイタヤ、シナノキ、ハ リギリ等か ら構成

されるよく発達 した高木林(い わゆる極相林)が

広 く分布 している(北 海道1981)。 今回識別 した

ミズナラ ・トドマツ群落は組成的にはそれ らの高

木林にかなり類似 している。 したがって、この ミ

ズナラ ・トドマツ群落の個々の構成個体のサイズ

が大 きくな りシラカンバ、エゾノバ ッコヤナギ、ケ

ヤマハンノキといった陽性の種が欠落した状態が

本地域での極相状態と考えられる。

ミズナラ ・トドマツ群落以外の現植生がこのよ

うな極相林へ達するのに要する時間を図7の 上部

に概念的に示 した。アキタブキ群落、ススキ群落

では既に多数の高木性樹種の稚樹が定着 していた

ことから、 ミズナラ ・トドマツ群落を経過 して極

相林へ と遷移する時間は他に比べて短いと考えら

れる。カラマッ植林地や トドマッ植林地では林床

に高木性樹種の稚樹が生育 していたが、それらは

被圧されてお り生育状態は不良であった。しかし、

現在これらの植林地は林冠が うっぺいする頃であ

り、今後 自己間引 きの進行で劣勢個体が枯死する

につれ、林床の稚樹の生長や新たな稚樹の定着、

生長が開始 されるものと考えられるので、極相状

態に達する時間は、アキタブキ群落、ススキ群落

と大差ないと考えられる。一一方、エゾヨモギ群落

とクマイザサ群落には、高木性樹種の侵入がほと

んど見 られず、高木林へ と回復 してい くのにはか

な りの時間が必要であると考えられる。

5-3今 後の課題

今回の調査で、土地をどのように利用 していた

か ということが、その後の植生の回復速度に大 き

く影響 して くることがわかった。即ち牧草地とし

て利用 された地域では植生の回復は著 しく遅 く、
一方、薪炭林、林内放牧地、防風林、土砂抑止林

として利用されたところでは、植生の回復速度は

速 く、既に組成的にはおよそ極相林と差がない く

らいまでになっていた。また、耕作地 として利用

されていた地域では、今現在 まさに、草地から森

林への移行段階にあるといえよう。 しか し、これ

までに我が国において、こうした植生の推移のプ

ロセスを実際に観察し、追跡 していった例は少な

い。従って今回の調査で設置した永久方形区の継

続調査を長期間にわたり行っていく事が必要であ

る。それによって植生の復元過程、遷移を実証的

に明らかにする事がで きるであろう。

当地域はこうした復元段階にある植生と、それ

をとりまく地域には原生に近い森林が保存されて

お り、植物遷移の見本園として自然教育活動の上

においても、その価値は極めて高い。今後、知床

百平方メー トル運動 とも合わせ周辺地域一帯を保

全 し、自然教育活動の拠点 として同地域が利用さ

れる事を望みたい。その際に当研究が一助 となれ

ば幸いである。
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Summary

Ninetysevenquadrats(SV1-SV97)weresetuptoobserverevegetationprocessafterabandonment

onHorobetsuplateau,Shiretokopenisula,easternHokkaido.Vegetationalsurveywasdonebyusingthe

phytosociologicalmethod,andavegetationmapwasdrawn.

Afterthephytosociologicaltableoperation,8communities(withinthesecommunities,2communities

wereplantations)wereclassifiedasfollows;1-a..4吻 加 ∫ガα 吻o雇 αηαcomm.;1-b.Sα ∫α ρα加c協 α孟αcomm.;

H:一a.」P6云 α3飽sブ ψo痂cαvar.9ガ9朋'6πscomm.;1卜b.ル 万∫cα雇 加 ∫ ∫加6η ∫広∫comm.;皿 一a.Qπ ε7cπ ∫zηoη9'01磁

var.970∬6∫7zα`α 一・4δガ6∫ ∫αc加1吻6η ∫ガ∫comm.;m-b.・41朋 ∫ 乃〃∫κ αcomm.;m-c.乙 α癬 勿!016μ ∫plantation;

皿 一d..4∂ ガ6∫ ∫αc勿 伽 θη∫ゑ∫plantation.Areaswereinthedecreasingorder:m:一a,1-a,H-a,1-b,

II-b,m:一c,m-b,andm-d.These8communitieswereshowninthevegetationmapwithbear

groundsandroads.

Within97quadrats,25quadratswereselectedaspermanentones.TheywereSV43-SV47(Line1),SV51

-SV59(Line2)
,SV60-SV66(Line3),SV67,SV68,SV69andSV70.inSV67,SV68,SV69andSV70,species

heightandlocationofallindividualsbelongingtowoodyspecieswerealsomeasured,Thechangesof

covervaluesandnumberofindividualswillbeinvestigatedinfuture.

Itwassuggestedthatrevegetationprocesswerenotthesameamongdifferentlandusesbefore

abandonment.Theareaswhichhadbeenusedasmeadowsorpastureshowedtheappearencesuch

asmeadowsorpasturesatthetimeofthissurvey.Itwouldtakelongtimeforthemtoreturnto

theoriginalforestvegetation.Theinvasionsofperenialherbsandtreespeciestotheareaswhich

hadbeenusedascultivatedlandswerewidelyobserved.Thesuccessionsofsuchareastoforest

communitieswereexpectedtogomoresmoothlythanthoseofmeadowsandpastures.Therecoveries

oftheareaswhichhadbeenusedasfirewoods,grazings,windbreaks,orerosioncontrolforests

seemedthefastestbutshowedvarietiesaccordingtotheintensitiesofutilization.Itwasseemed

thattheseareashadchangedto.Mゑ360雇 加35勿6η ∫空community(H-b),P%α ∫舵 ∫ ブψo疵cαvar.

94卿 〃'6π∫COmmUnity(II-a),OrQπ6κ 〃5Zη0η8'0〃60Var.970∬ θS7ZOI短 一・4伽 ∫ ∫α6加 伽 θπSガ∫COmmUnity

(皿 一a).Amongthesethreecommunities,皿 一awillreachold-growthstagewithinsometensorone

hundredyears.Tothecontrary,itwilltakeH-aandI[一bseveralhundredyearstoreachmature

forest.Toprovetheabovepresumptions,itisneededtocarryoutsurveysatregularintervalsin

future.
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photo.1.1-a・4吻 加 ∫ガα 吻o雇 αηαcommunity

(quadratSV45)

photo,2.1-a.4漉 痂 ∫ガα 吻o磁 απαcommunity

(quadratSV39)
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photo.3.1-bSαsα ノ)αη∫cz〃α彪

(quadratSV37)

communlty

photo.4.H-aP厩 αs舵sブ 砂o溺c%svarg∫9α η'6πscommunity

(quadratSV38)
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photo.5. n:一bル1誌6α 雇 加 ∬ 勿63ガ∫community

(quadratSV70)

photo.6. m-aQ%67Cπ ∫ 初0η90〃CαVargア0∬6∫67Zα 彪 一.4∂ゴ6∬αε加 伽6η ∫おCOmmnity

(quadratSV83)
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photo.7.m-b.41肱s乃 薦 πのcommunity

(quadratSV85)

photo.8.皿1-c、 乙α7∠κ14)'oZゆ ゑ∫plantation

一
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photo.9.Anaspectoflinel(quadratSV43～47)

photo.10.Anaspectofline2(quadratSV51～SV59)
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photo.11.Anaspectofline3

(quadratSV60～SV66)
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知床半島幌別地区植物目録

DIVISIOPTERIDOPHYTA

1.Equisetaceae

I.Equisetum

lE(7協s6'z〃zα7z,θ π∫6Linn.

2.Lycopodiaceae

I.Lycopodium

2乙 ッ6ρρ04伽 初s〃zα 伽 〃2var.3〃zα 伽 吻Makino

31Lッ6ψo漉 π吻01副 α伽 吻var.nipponicumNakai

4、 砂6ρ ヵ04伽zηoろ36π7π 駕forma刀 α∂6〃α伽 鋭Takeda

3.Ophioglossaceae

I.Botrychium

5βo耽y6加 勿初70ろ π∫伽 吻Underw.

4.Osmundaceae

I.Osmunda

60∫ 吻 襯 ぬ α∫忽 ゴ6αOhwi

5.Pteridaceae

I.Pteridium

7.、P≠ ε7ガ漉%規 α9詔 勿 πz㎎var.1α 伽 ∫o〃勿窺Underw.

6.Aspidiaceae

I.Polysticum

8.」Po乙ys〃 α〃zろzとzz4ηガゴFee

H.Rumohra

9.ム ～z4〃zo乃zα〃2z4ガ6αChing

皿.Dryopteris

10.Dηoμ 碗 ∫砺s∠ 磁6αWoynar,exSchinzetThellung

11.D勿yoμ 〃 ガ∫czα ∬〃雇20吻 αNakai

DIVISIOSPERMATOPHYTA

GYMNOSPERMAE

7.Taxaceae

I.Taxus

12.7「 απz4∫α4句リゴ4α如Sieb.etZucc

8.Pinaceae

I.Abies

13..4ろ ガε∬ αc勿1伽 η∫ガ∫Masters

H.Larix

14.管 『乙07∠πZ4)'0161)ゑ∫Gordon

ANGIOSPERMAE

MONOCOTYLEDONEAE

9.Gramineae

I.Sasa

15.Sα ∫αヵα航 〃磁 αMakino
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シダ植物門

トクサ科

トクサ属

スギナ

ヒカゲノカズラ科

ヒカゲノカズラ属

ホソバ トウゲシバ

ヒカゲノカズラ

ウチワマンネンスギ

ハナヤスリ科

ハナワラビ属

手ゾフユ ノハナワラビ
ゼンマイ科

ゼンマイ属

ヤマ ドリゼンマイ

ワラビ科

ワラビ属

ワラビ

オシダ科

イノデ属

ホソイノデ

シノブカグマ

オシダ属

シラネワラビ

オシダ

種子植物門

裸子植物亜門

イチイ科

イチイ属

イチイ

マツ科

モミ属

トドマツ

カラマツ属

カラマツ

被子植物亜門

単子葉植物綱

イネ科

ササ属

クマイザサ



16.Sα ∫α 々π〃6癬 εMakinoetShibata

r[.Phleum

17.『P乃1θz4〃z/)zα'θ η∫6Linn.

m.Agrostis

18./1970sガsα11う αLinn.

19.ノ1970s'ゑsc1α 槻 云αTrin.

IV.Calamagrostis

20.Cα1α 〃2αg70∫ 琵∫ θ/)ガg6ガo∫Roth.

21.Cα10r〃zαg70∫ ≠ガ∫1α πg∫(ノoη鋒●ガTrin.

V.Anthoxanthum

22。 『～4η漉oκ αη魏z4〃zoζ!ozα ≠z4〃2Linn.

VI.Hierochloe

23.Hガ67061zlo60407α 云αvar.1)π ∂6sc6η ∫Krylov

W.Brachypodium

24.Bηc乃 ∬)04ガz〃z∫:y1搬'ガ α〃zP.Beauv.

V皿.Dactylis

25.『 ∠)α6遼yZガsglo〃2θz協 αLinn.

IX.Poa

26.」Pαz/)πz'6η ∫ゑ∫Linn.

X.Miscanthus

27.ル1∫ ∫cα雇 加 ∫ ∫切6η ∫ガ∫Anderss.

10.Juncaceae

I.Luzula

28.五 π2〃 αcψ 勿 云αMiq.,ap.Komar.

11.Cyperaceae

I.Carex

29.Cα76κ ρα〃 磁C.A.Mey.

12.Liliaceae

I.Lilium

30.乙 〃 π挽 窺 α6〃 α伽 初var.4α π7ゴcπzηOhwi

31.乙 〃 勿〃z〃z6460Zo毎6sA.Gray

r[.Polygonatum

32.ノDo砂goκ α伽 〃20げoη 伽 〃2var.〃zα κ勿zo痂c2〃Koidz.

皿.Maianthemum

33.漁 加 伽 吻 π勉 認 磁 α伽 初Nels.etMacbr.

IV.Paris

34.Pα7ゑ ∫ 観zψ 加 〃αA.Gray

13.Orchidaceae

I.Orchis

35.076加 ∫ α万∫'α云αFisch.

:H.Platanthera

36..P1α 云απ伽zα 耀 励 加 〃αF.Maekawa

m.Spiranthes

37.5:ρ 〃α雇 加 ∫ ∫ゴ麗 π∫ガsAmes

ANGIOSPERMAE

DICOTYLEDONEAE

-2ヱ ー

チシマザサ

アワガエリ属

オオアワガエ リ

コヌカグサ属

コヌカグサ

ヤマヌカボ

ノガリヤス属

ヤマアワ

イワノガリヤス

ハルガヤ属

ハルガヤ

コウボウ属

コウボウ

ヤマカモジグサ属

ヤマカモジグサ

カモガヤ属

カモガヤ

イチゴッナギ属

ナガバグサ

ススキ属

ススキ

イグサ科

スズメノヤ リ属

スズメノヤリ

カヤッリグサ科

スゲ属

ウスイロスゲ

ユリ科

ユリ属

エゾスカシユ リ

クルマユリ

アマ ドコロ属

オオアマ ドコロ

マイヅルソウ属

マイヅルソウ

ツクバネソウ属

ツクバネソウ

ラン科

ハクサ ンチ ドリ属

バクサ ンチ ドリ

ツレサジソウ属

エゾチ ドリ

ネジバナ属

ネジバナ

被子植物亜門

双子葉植物綱



8

Q
」

0
0

0
0

0

1
⊥

4

4

42.

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

CHORIPETALAE

l4.Salicaceae

I.Salix

Sα傭 勧1'6肋var.侃9'π ∫'z)め1ゴαKimura

Sα1伽 ∫αc勿 伽6η ∫ゑsFr.Schm.

15.Betulaceae

I.Betula

Bα 〃 α/)1α魏 ρ12二y〃αvar.ブ 妙o加cαHara

B6!z41α67〃zα π露Charn.

rl.Alnus

/11ππ∫ 加 駕π孟αTurcz.

/11ηz4∫〃zατガ〃zoz〃ゴc2〃Callier

16.Fagaceae

I.Quercus

Q%670π5吻o〃go1磁var.g70∬6∫67zα 云αRehd.etWils.

17Ulmaceae

IUImUS

α 〃2πsげα加漉 α襯var.ブ 砂o加cαNakai

乙η規 π31α6加 磁 αM.agr

18.

1.

ル107%sろo〃zろ ツcゑ∫Koidz.

19.

1.

乙励cα ヵ∠偽 φ 勿 〃αWeddell

20.

1.

1～z4〃26κ6π αo∫6〃 αLinn.

1～z4〃z6κoろ1z4∫ 〃わ〃π∫Linn.

1【.

Moraceae

Morus

Urticaceae

Urtica

Polygonaceae

Rumex

Polygonum

51.Po融go肱 吻 ∫αc加1勿6η ∫ガ∫Fr.Schm.

52

53.

54.

55.

56.

57.

21.

1.

ル10餉7勿9ゑ αZα θ7彰ozαFenzl

II.

Z:万αノz漉z6sszφ67ろz4∫Linn.

22.

1.

ノ1麗 〃zo麗 二y6著06π ∫ゑ∫Koidz .

n.

Caryophyllaceae

Moehringia

Dianthus

Ranunculaceae

Anemone

Thalictrum

7「乃α1ガ6〃%〃z〃z勿 勿svar.乃 ツρoZ6%α 〃2Miq .

皿.Actaea

/1c云 ααz6勿y漉70αz厚)αFisch.

IV.Cimicifuga

α 加c勿9αs1〃 ψZ6κWormsk.

23.Magnoliaceae
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離 弁 花 類

ヤ ナ ギ 科

ヤ ナ ギ属

エ ゾ ノ バ ッ コヤ ナ ギ

オ ノエ ヤ ナ ギ

カ バ ノキ 科

カ バ ノキ 属

シ ラ カ ンバ

ダケ カ ンバ

ハ ン ノキ 属

ケ ヤ マ ハ ン ノキ

ミヤ マ ハ ン ノキ

ブ ナ科

コ ナ ラ 属

ミズ ナ ラ

ニ レ科

ニ レ属

ハ ル ニ レ

オ ヒ ョ ウ

ク ワ科

ク ワ属

ヤ マ グ ワ

イ ラ クサ 科

イ ラ クサ 属

エ ゾ イ ラ クサ

タデ 科

ギ シ ギ シ属

ヒ メス イ バ

エ ゾ ノギ シ ギ シ

タ デ属

オ オ イ タ ドリ

ナ デ シ コ科

オ オヤ マ フス マ 属

オ オ ヤ マ フ ス マ

ナ デ シ コ属

エ ゾ ノ カ ワ ラ ナ デ シ コ

キ ンポ ウ ゲ科

イ チ リ ン ソ ウ属

エ ゾ イチ ゲ

カ ラマ ツ ソ ウ属

ア キ カ ラマ ツ

ル イ ヨ ウ シ ョウ マ属

ア カ ミ ノ ル イ ヨ ウ シ ョウ マ

サ ラ シ ナ シ ョウ マ属

サ ラ シ ナ シ ョウ マ

モ ク レ ン科



1.Magnolia

58.ル 勉gηo〃 αo∂o刀 α云αThunb.

59.ノ レク々 9ηo!ガ α んoろz4∫var.ろozαzZゴ ∫Sarg.

H.Schisandra

60.Sc雇 ∫α班1zαc勉 麗 η∫ゑ∫Baill.

24.Cruciferae

I.Cardamine

61.Cα74α 〃z勿6Z6%αzπ 漉 α0.E.Schulz

H.Barbarea

62.『8α7ろ αz6α 〃π知 万∫R.Br.

m.Armoracia

63.t4槻oη 磁 ㍑ ∫'ゴc伽 αGaert.,Mey.etScherb.

25.Saxifragaceae

I.Schizophragma

64.S6乃 ガ2ψ 乃zαg〃zα 乃」:yろzαπg60ガ46sSieb.etZucc

HHybrangea

65.1ヲly4zα πg6α/)6〃oZα7ガsSieb.etZucc.

66./乏y6Jzα ηg6α/)α πガα 〃α如Sieb.

67.πy〃 απg6αz㎎ αc7ψ 勿 〃αvar.zη αc70cα η)αOhwi

m.Ribes

68.1～ ガろ6s乃077ガ4%〃zRupr.

69.1～ ガろ6∫970∬z〃 α万 αLinn.

26.Rosaceae

I.Aruncus

70.ノ47π η伽 ∫ 漉oガ α%∫var.κ α〃z云∫c乃α'ガc勿∫Hara

:[r.Fragaria

71.、Fzαgα7ガ αz/6∫cαLinn.

皿,Potentilla

72.Po魏!〃 α〃 ㎎1α7ガo彪6svar.微 加7Maxim.

IV.Geum

73.(96z6〃2α16九 ρガα4〃zJacq.

V.Rubus

74.1ぞ 勿ろπ∫ ガ61α飢 ∫var.αc〃 θα'ガ∬ 勿zπsRegeletTiling

75.」 医1πろ%∫/)α7z〃 わ1ゴz4∫Linn.

VI.Agrimonia

76.ノ197伽o忽 α1)〃osαvar.ブ ψo加oαNakai

VH.Prunus

77.1)7z4ηz4s∫ α㎎6窺 〃Rehd.

78.」P7z4κz6s〃zα 忽 〃zozoゴ02露Rupr.

79.1)7観 π∫ ∬ ガ07ゴFr.Schm.

Vm.Filipendula

80.FガZガ(76η げz〃6z々 α〃zおc乃 αガ6αPall.

IX.Rosa

81.1ぞo∫ α7πgo∫ αThunb.

X.Sorbus

82.Soフ ・∂z4∫co〃z〃2伽 云αHedl.
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モ ク レ ン属

ホ オ ノ キ

キ タ コ ブ シ

マ ツ ブサ 属

チ ョウ セ ン ゴ ミシ

ア ブ ラナ 科

タネ ツケ バ ナ属

コ ン ロ ン ソ ウ

ヤ マ ガ ラ シ属

セ イ ヨウ ヤ マ ガ ラ シ

セ イ ヨウ ワ サ ビ

ユ キ ノ シ タ科

イ ワ ガ ラ ミ属

イ ワ ガ ラ ミ

ア ジ サ イ属

ツ ル ア ジ サ イ

ノ リ ウ ツ ギ

エ ゾ ア ジ サ イ

ス グ リ属

ク ロ ミノハ リス グ リ

マ ル ス グ リ

バ ラ科

ヤ マ ブ キ シ ョウマ 属

ヤ マ ブ キ シ ョウ マ

オ ラ ン ダ イ チ ゴ属

エ ゾ ヘ ビ イチ ゴ

キ ジ ム シ ロ 属

キ ジ ム シ ロ

ダ イ コ ン ソ ウ属

オ ォ ダ イ コ ンソ ウ

キ イチ ゴ属

エ ゾ イチ ゴ

ナ ワ シ ロ イチ ゴ

キ ン ミズ ヒキ 属

キ ン ミズ ヒ キ

サ ク ラ属

エ ゾ ヤ マ ザ ク ラ

ミヤ マ ザ ク ラ

シ ウ リザ ク ラ

シモ ツ ケ ソ ウ属

オ ニ シモ ッ ケ

バ ラ属

ハ マ ナ ス

ナ ナ カマ ド属

ナ ナ カマ ド



83.So7ろ%∫ α1κ肋1ガ αC.Koch

27.Leguminosae

I.Maackia

84.ルZα αc々∫α α〃zπ76πsガsvar.ろ π醐g6万C.K.Schn.

85.

86

87.

88.

89.

90.

91.

92.

93.

94.

95.

96.

97.

98.

99.

100.

101.

102.

103.

104.

105.

H.

ゐ6Sρ α162α ∂ガcolo7Turcz.

III。

乙α伽7%∫ ブψo航 αWilld.

IV.

*7「7〃 わ12z6〃zρzα'6η ∫6Linn
.

聴:τ'7〃わ〃z4〃zプ6カ6κsLinn
.

28.

1.

0670η ガz6〃26γ ∫απ'乃z4〃zDC.

(:;16ZαηガZ4〃ZSゴ∂〃・ガ6Z4〃2var.

29.

1.

0冤 αZゑ3∫〃 ガc如Linn.

30.

1.

Lespedeza

Lathyrus

Trifolium

Geraniaceae

Geranium

91α∂7伽∫Ohwi

Oxalidaceae

Oxalis

Rutaceae

Phellodendron

」P加〃046η 〃oπ α勉%76ηs6var.∫ αc加 伽6πs6Fr.Schm.

II.Skimmia

S々翻 珈 αブ砂o痂cαvar.纏67初 α加forma7ψ6%∫Hara

31.Euphorbiaceae

I.Daphniphyllum

Dψ 勿 う加 〃%規 〃zα6701)o伽 初var.加zη 〃6Hurusawa

32.Anacardiaceae

I.Rhus

1～乃π∫{7〃zδガ9παLavalee,exDipPle

R加s〃 肋ooα ηうαMiq.

33.Aquifoliaceae

I.Ilex

刀6κc76η α乙αvar.ρ α伽40∫ αOhwi

Z16κ7〃go∫ αFr.Schm.

34.Celastraceae

I.Celastrus

C6∠α∫〃πε07ろ ガ6%♂α伽∫Thunb.

II,Euonymus

E〃oη ツ吻 π∬ 劾oZ4碑 αBlume

Ezω η∠y〃zz4∫〃zα6ア0/)'〃π∫Rupr.

Eπoη ツ吻 π∫oκ3φ加 〃πεMiq.

35.Aceraceae

I.Acer

/1c67ブ ψo痂 α%〃zThunb.

.4c67辮oηoMaxim.

・4c67吻oπovar.吻 の 痂Maxim.
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ア ズ キ ナ シ

マ メ科

イ ヌエ ン ジ ュ属

イ ヌ エ ン ジ ュ

ハ ギ属

工 ゾ ヤ マ ハ ギ

レ ン リ ソ ウ属

ハ マ エ ン ドウ

シ ャ ジ ク ソ ウ属

ア カ ッ メ クサ

シ ロ ッ メ クサ

フ ウ ロ ソ ウ科

フ ウ ロ ソ ウ属

チ シマ フ ウ ロ

イチ ゲ フ ウ ロ

カ タバ ミ科

カ タバ ミ属

エ ゾ タチ カ タバ ミ

ミカ ン科

キ ハ ダ属

ヒ ロハ ノ キ ハ ダ

ミヤ マ シキ ミ属

ツ ル シキ ミ

トウ ダ イ グサ 科

ユ ズ リハ 属

工 ゾ ユ ズ リハ

ウ ル シ科

ウ ル シ属

ッ タ ウル シ

ヤ マ ウル シ

モ チ ノ キ 科

モ チ ノ キ属

ハ イ イ ヌ ツ ゲ

ツ ル ツ ゲ

ニ シ キ ギ 科

ッル ウ メモ ドキ 属

ッ ル ウ メ モ ドキ

ニ シキ ギ属

ヘ

マ ユ ミ

ヒ ロハ ッ リバ ナ

ツ リバ ナ

カ エ デ 科

カ エ デ 属

ハ ウチ ワ カ エ デ

エ ゾ イ タヤ

ベ ニ イ タヤ



36.Vitaceae

I.Vitis

106.レ7ガ ∫coガg%α ゴα6Pulliat

37.Tiliaceae

I.Tilia

107.7「 〃 α 吻 ακ勿zo痂c4α παShirasawa

108.7「 〃 α ブψo溺oαSimonkai

38.Malvaceae

I.Malva

109.『 ルZαZzフ6z〃zoso乃 α云αLinn.

39.Actinidiaceae

I.Actinidia

110..4c伽 纏 α α須g協 αPlanch.,exMiq.

111..4c伽 魏 α 々010加 々云αMaxim.

40.Guttiferae

I.Hypericum

112.理 吻7勧 初 ッθ206π ∫6Maxim

113.1ゐ4)67ゴcπ 〃z6γ6c伽 〃zThunb.

41.Violaceae

I.Viola

ll4.四 〇Zα 々π∫αηoα 〃αMakino

42.Onagraceae

I.Epilobium

115.Eメ)〃oろ ゴπ〃2c6/)乃 αZo'亘g〃zαHausskn.

H.Oenothera

116.*06ηo'乃6zα ろガ6ππガ∫ag9.

43.Araliaceae

I.Aralia

117..4zαZゴ α61α 云αSeemann

ll8./レ α1毎coガ α云αThunb.

H.Kalopanax

119.κ α1ψ ακακ/)ガc伽 ∫Nakai

44.Umbelliferae

I.Torilis

120.7「07〃 ∫ブψo卿cαDC.

H.Sanicula

121.Sα 痂 α〃α6加 麗 π∫ガsBunge

m.Osmorhiza

122.0∫zηo功 如 説 ∫云α如MakinoetYabe

IV.Ligusticum

123.jLゴgπ ∫ガα〃z乃 〃'6加 ゴFernald

V.Angelica

l24./1πg61ゴcα αc厩 〃o∂ αvar.伽 α'6η ∫ガ∫Hikino

125..肋g61ゴcα 伽o吻 α1αLallemant

V【.Peucedanum

126.」P劒c64α ππ〃2'676ろ 勿'乃 αc劒 〃zFisch.,exTurcz.
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ブ ドウ科

ブ ドウ属

ヤ マ ブ ドウ

シ ナ ノ キ 科

シ ナ ノ キ 属

オ オ バ ボ ダ イ ジ ュ

シ ナ ノ キ

ア オ イ 科

ジ ヤ コ ウ ア オ イ

マ タ タ ビ科

マ タ タ ビ属

コ ク ワ

ミヤ マ マ タ タ ビ

オ トギ リソ ウ科

オ トギ リ ソ ウ属

エ ゾ オ トギ リ

オ トギ リ ソ ウ

ス ミ レ科

ス ミ レ属

オ オ タチ ッ ボ ス ミ レ

ア カ バ ナ 科

ア カ バ ナ 属

イ ワ ア カ バ ナ

マ ツ ヨ イ グサ 属

メマ ツ ヨイグサ(ア レチマ ツ ヨイグサ)

ウ コギ 科

タ ラ ノ キ属

タ ラ ノキ

ウ ド

ハ リギ リ属

ハ リギ リ

セ リ科

ヤ ブ ジ ラ ミ属

ヤ ブ ジ ラ ミ

ウ マ ノ ミッ バ属

ウマ ノ ミ ッバ

ヤ ブニ ンジ ン属

ヤ ブ ニ ン ジ ン

マ ルバ トウキ 属

マ ル バ トウ キ

シ シ ウ ド属

ミヤ マ トウ キ

エ ゾ ノ ヨロ イ グサ

カ ワ ラボ ウ フ ウ属

カ ワ ラ ボ ウ フ ウ



VH.Daucus

127.『 ∠)αz4α4∫cα70孟 αLinn.

皿.Heracleum

l28.11〃 αc16z〃z4〃66Fisch.

45.Cornaceae

I.Cornus

l29.Co7朋3coπ 〃o麗 駕 αHemsley

ANGIOSPERMAE

DICOTYLEDONEAE

GAMOPETALAE

46.Pyrolaceae

I.Pyrola

130.」 『y701α76π 加Z毎Maxim.

47.Ericaceae

I.Vaccinium

131.レ セc6勿 伽 〃z、∫〃zα1〃A.Gray

48.Oleaceae

I.Fraxinus

132.Fz伽 朋szη α雇 訪%7ゴ6αvar.ブ6ψo競 αMaxim.

133.Fzα 翅 ηπ∫1伽 πg吻o∫ αKoidz.

49.Gentianaceae

I.Halenia

l34.2ワ とz16ηガα607η ガcz〃α云αCornaz

:H.Pterygocalyx

l35.P'6㎎ooα 旗 刀01π ∂〃 ∫Maxim.

50.Asclepiadaceae

I.Cynanhum

l36.C魏 砺c加 初c伽 磁'%祝Maxim.

51.Labiatae

I.Scutellaria

137.Sε 漉 〃α加 餌 々珈 嘘 ∫var.π ∬ π7競 ∫ゑ∫Hand .一Mazz.

138.So厩6〃 α7∫α1)6々 吻6η ∫ゑ∫var.ケ αη∫ゴヶ αHara

139.S6躍 〃07勿 ∫〃 ゴg'〃o∫ αHems1.

r[.Clinopodium

l40.C〃 ηψo漉 協 ηgzα6〃6var.∫ α6加1勿6ηs60hwi

52.Scrophulcriaceae

I.Pedicularis

141.、Pα ノゴα 〃αノ・ゑ∫76∫z6/)勿 α彪Linn.

53.Plantaginaceae

I.Plantago

142.、P1α η云㎎oα ∫毎 〃6αLinn.

143.、P1碗 彪go6α 厩 ∫c加 々cαCham.

144.Y)1α π云㎎o∠6魏c601α 云αLinn.

54.Rubiaceae

I.Galium

145.σ α1伽 〃z麗 ㍑ 〃2var.!zαclz∠yα 厚)π〃zDC .
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ニ ン ジ ン属

ノ ラ ニ ン ジ ン

ハ ナ ウ ド属

オ オハ ナ ウ ド・

ミズ キ 科

ミズ キ 属

ミズ キ

被 子 植 物 亜 門

双 子 葉 植 物 綱

合 弁 花 類

イチ ヤ ク ソ ウ科

イチ ヤ ク ソ ウ属

ジ ン ヨ ゥ イチ ヤ ク ソ ウ

ツ ッ ジ科

ス ノ キ属

オ オ バ ス ノ キ

モ クセ イ科

トネ リ コ属

ヤ チ ダ モ

ア オ ダモ

リ ン ドウ科

ハ ナ イ カ リ属

ハ ナ イ カ リ

ホ ソバ ノ ッ ル リ ン ドウ属

ホ ソバ ノ ツ ル リ ン ドウ

ガ ガ イ モ科

カ モ メ ヅ ル属

イケ マ

シ ソ科

タ ツ ナ ミソ ウ属

エ ゾ タ ツ ナ ミ ソ ウ

ヤ マ タ ツ ナ ミ ソ ウ

ナ ミキ ソ ウ

トウバ ナ属

ミヤ マ トウバ ナ

ゴマ ノバ グサ 科

シ オ ガマ 属

シ オ ガ マ ギ ク

オ オ バ コ科

オ オ バ コ属

オ オバ コ

エ ゾ オ オバ コ

ヘ ラオ オバ コ

ア カ ネ 科

ヤ エ ム グ ラ属

エ ゾ カ ワ ラマ ツバ



H.Asperula

146.ノ1母)67z〃 αoげozα 云αLinn.

55.Caprifolaceae

I.Sambucus

147.Sα 〃z∂%c%∫ ∫ガ6∂oZ4ガαπαvar.〃z勾 鰐 〃Hara

H.Viburnum

148.yl.ろ π7鰍zη ル7cα 伽 魏Blume

56.Valerianaceae

I.Patrinia

149.Pα 〃 加 ガα ∫cαろゴo∫α6プ∂!毎Fisch.

57.Campanulaceae

I.Adenophora

150..4漉 ηoρ 加zα 〃 ガ/)1z.:ソ〃αvar.ブ ψo忽6αHara

58.Compositae

I.Anaphalis

151./1η ψ 加/ガ ∫ 〃zα㎎ α痂 αc6αvar.α πgπ ∫〃07Nakai

H.Inula

l52.1加1αsαZガc沈 αvar.α ∫磁 ゴcαKitam.

III.Eupatorium

l53.Eψ α!o万% .初c乃 勿 例 ∫ガ∫var.∫ 伽 ヵ〃c⑳ 伽zηKitam.

IV.Solidago

l54.So1ガ 磁go加 ㎎o一 側76αvar.Z6ガocα ゆ αMiq.

V.Erigeron

l55.『Eガ9670%α ππz4π∫Pers.

VI.Aster

156./1∫'67gl餉 航Fr.Schm.

VH.Petasites

l57,Pα α∫舵 ∫ ノ砂o忽c%∫var.gガg伽!6%∫Hort.,exNichols.

V皿.Senecio

l58.S6η6cゴooα π縦zろ 〃わ〃z4sLess.

IX.Ca(:君lia

l59.Cαcα1ガ α 偬7勧1α 云αvar.κ α辮 なc加'ガcαMatsum.

X.Achillea

160..46乃 〃6α1う 如7初 ガ6αvar.規 αc70cゆ 加ZαOhwi

XI.Chrysanthemum

161.*C乃 驚y∫απ漉6〃zz4〃zZ6z4αzπ 漉6〃zz4〃2Linn.

XK.Artemisia

162..4吻 痂 伽 伽 促yozηogガKitam.

163,.4吻 伽 ∫毎 窺o忽 伽 αPampan.

164.ル!6〃zガ ∫ゴαsc乃 加 伽 αηαMaxim.

X皿.Cirsium

l65.C〃 ∫ゴz4〃z々 α〃z云∫c乃α〃cz4〃2Ledeb.

166.αz∫ 勿挽 鐸206η36Makino

XW.Saussurea

l67.Sα%∬ π76α7翅6万var.夕6206厩 ∫Maxim.

XV.Hypochoeris
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ク ル マ バ ソ ウ属

ク ル マ バ ソ ウ

ス イ カ ズ ラ科

ニ ワ トコ属

エ ゾ ニ ワ トコ

ガマ ズ ミ属

オ オ カ メ ノ キ

オ ミナ エ シ科

オ ミナ エ シ属

オ ミナ エ シ

キ キ ョ ウ科

ッ リ ガ ネ ニ ン ジ ン属

ツ リ ガ ネニ ンジ ン

キ ク科

ヤ マ ハ ハ コ属

ヤ マ ハ ハ コ

オ グ ル マ 属

カ セ ン ソ ウ

フ ジバ カ マ 属

ヨツ バ ヒ ヨ ドリ

ア キ ノ キ リ ン ソ ウ属

コ ガ ネ ギ ク

ム カ シ ヨモ ギ 属

ヒ メ ジ ョオ ン

シ オ ン属

エ ゾ ゴマ ナ

フキ 属

ア キ タ ブ キ

キ オ ン属

ハ ン ゴ ン ソ ウ

コ ウ モ リ ソ ウ属

ミ ミ コ ウモ リ

ノ コ ギ リ ソ ウ属

エ ゾ ノ コギ リソ ウ

キ ク属

フ ラ ンス ギ ク

ヨモ ギ属

イ ワ ヨモ ギ

エ ゾ ヨモ ギ

アサ ギ リ ソ ウ

ア ザ ミ属

チ シ マ ア ザ ミ

サ ワア ザ ミ

トウ ヒ レ ン属

ナ ガ バ キ タ ア ザ ミ

エ ゾ コ ウ ゾ リナ 属
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168.

169.

170.

171.

172.

『1ヨ「〕4)06乃06万∫ 名04ゴcα彪Linn.

XVI.Picris

Pゴ67ゑs勉6zα6ゴoゴ46svar.gZα ∂z6366κ∫Ohwi

X～皿.Taraxacum

染::rαzακαεπ〃2ρ〃比勿α16Weber

X皿.Hieracium

11ゴ6zαc伽 〃zπ 〃zろ6〃α'%〃zvar,ノ 砂o窺cπ 〃zHara

XIX.Rudbeckia

『∫～z44∂6c屠α 乃〃云αLinn.

ブ タナ

コ ウ ゾ リナ 属

コ ウ ゾ リナ

タ ン ポ ポ属

セ イ ヨ ウ タ ンポ ポ

ミヤ マ コ ウ ゾ リ ナ属

ヤ ナ ギ タ ンポ ポ

キヌガサギク

*は 帰化植物を示す。

**は 植栽木を示す。

なお属名の和名が未記入のものは、帰化植物で我国では本来生育

していない属である。

〔付 表〕

種 名 省 略 記 号 一 覧

舳

紬

周

㎞

飴

恥

恥

恥

h

漁

h

㎞

鋤

翫

鋭

羽

.4zα1ガα θ鰯 αSeemann

/11π%∫ 乃〃∫勿彪Turcz.

ノ1c67プ 砂o痂 αz〃zThunb.

.4667挽oπoMaxim.

/1伽 ∫∫αc加1勿6厩 ∫Masters

Bθ'〃 αρ媛 ゆ 加 〃αvar.ブ ψo航 αHara

丑y〔!zαπ96α1りα痂c〃 α彪Sieb.

καZψ 伽 砿 」0ゴc伽∫Nakai

乙α7伽1ゆ'0161)ゑsGordon

漁 αc 如々 α〃zπ7θη∫ガ∫var.∂ 麗 乞967ゴC.K.Schn.

」P加〃04θη〃oπ α初 π76η∫6var.∫ αc加 〃ηθη∫6Fr.Schm.

P7z4ηz4s〃zα 短 〃zoz〃ガ02〃Rupr.

伽6瑠s吻oπgo1ガ6αvar.g70∬6∫67z伽Rehd.etWils.

Sα 傭 加1'6漉var.伽9π3'加1ガ αKimura

So7ろ%∫60〃2〃z㍑ 云αHedl.

7「〃 αブψo疵cαSimonkai

タ ラ ノキ

ケ ヤ マ ハ ン ノ キ

ハ ウ チ ワ カエ デ

エ ゾ イ タヤ

ト ドマ ツ

シ ラ カ ンバ

ノ リ ウ ツ ギ'

ハ リ ギ リ

カ ラマ ツ

イ ヌエ ンジ ュ

ヒ ロバ ノ キ ハ ダ

ミヤ マ ザ ク ラ

ミズ ナ ラ

エ ゾ ノバ ッコ ヤ ナ ギ

ナ ナ カマ ド

シ ナ ノキ
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